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みずほ銀行

社会課題解決の融資　みずほ銀行、事業承継に初適用

　みずほ銀行は事業承継を支援する目的でソーシ
ャルローン（社会的融資）を実行した。建設会社
のリンク・トラスト（東京・渋谷）がMBO（経
営陣が参加する買収）を実施する際に、事業を承
継する企業に貸し付ける。事業承継の案件に社会
課題の解決を目的とするソーシャルローンを適用
する国内初の事例になるといい、格付投資情報セ
ンター（R&I）から基準に適合するとの評価を得
た。

リンク社は首都圏を中心に賃貸用マンションの
建設を手掛ける。みずほ銀は、リンク社が建設現
場で外国人や女性を積極的に登用してきた点を評
価し、ソーシャルローンの枠組みで融資することを決めた。中小企業の後継者難で廃業が深刻化するな
か、MBOに必要な資金を提供し、事業承継が円滑に進むようにする。

　融資資金は、現社長と専務が保有するリンク社の親会社の株式を特別目的会社（ＳＰＣ）が買い取る
原資となる。SPCの株式のうち、社長と専務は重要事項について拒否権を行使することができる
0.01％の「黄金株」を引き続き保有し、残る99.98％の普通株をリンク社の後継者６人が引き受け
る。社長と専務は当面経営を続けるが、徐々に経営を後継者に引き継いでいく方針だ。

　融資実行にあたり、国際団体が策定した「ソーシャルローン原則」に適合するものとして、Ｒ＆Ｉか
ら評価を取得した。金利など条件面での優遇はないが、リンク社は社会問題の解決に取り組んでいる企
業としてアピールできる利点がある。

　みずほフィナンシャルグループは持続可能な開発目標（SDGs）への取り組みを金融面から支えるサ
ステナブルファイナンスを、2019〜30年度に100兆円実行する目標を掲げている。今回のソーシャル
ローンもその一環となる。
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